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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　各々が、前後方向に延び、後端部において鍵盤シャーシに回動自在に支持されるととも
に、下方に開放するガイド凹部を有する複数の鍵を備えた鍵盤楽器において、押鍵に伴っ
て回動する前記鍵を案内するための鍵盤楽器の鍵ガイド構造であって、
　前記鍵盤シャーシにおいて、前記鍵ごとに前記ガイド凹部の下側に立設された複数の鍵
ガイドホルダと、
　これらの複数の鍵ガイドホルダの上部にそれぞれ取り付けられ、前記ガイド凹部の左右
の内側面に摺接する複数の鍵ガイド部材と、
　を備え、
　前記各鍵ガイド部材は、
　正面形状が矩形状にかつ所定の厚さを有する板状に形成され、前記ガイド凹部の左右の
内側面との間にそれぞれ所定の隙間を存した状態で配置された鍵ガイド本体と、
　この鍵ガイド本体の前面及び後面の一方において、左右両端部から前後方向に沿って突
出するように延び、左右方向に可撓性を有する左右２つの可撓部と、
　これらの可撓部の先端部にそれぞれ、側方に凸に設けられ、前記ガイド凹部の左右の内
側面に当接する左右２つの当接部と、
　を有していることを特徴とする鍵盤楽器の鍵ガイド構造。
【請求項２】
　前記鍵ガイド部材は、軟質の合成樹脂から成り、
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　前記各可撓部は、左右方向の厚さが所定寸法を有する薄肉状に形成されていることを特
徴とする請求項１に記載の鍵盤楽器の鍵ガイド構造。
【請求項３】
　前記各可撓部及び前記各当接部は、上下方向に延びるように形成され、
　前記各当接部が、その上下方向の全体にわたって前記ガイド凹部の内側面に当接可能に
構成されていることを特徴とする請求項１又は２に記載の鍵盤楽器の鍵ガイド構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子ピアノなどの鍵盤楽器に適用され、押鍵に伴って回動する鍵を案内する
ための鍵盤楽器の鍵ガイド構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の鍵盤楽器の鍵ガイド構造として、例えば本出願人がすでに出願した特許文献１に
記載されたものが知られている。この鍵ガイド構造では、後端部が回動自在に支持された
鍵に下方に開放するガイド凹部が設けられる一方、鍵のガイド凹部の下側に鍵ガイドホル
ダが立設され、その上端部に鍵ガイド本体が取り付けられている。この鍵ガイド本体は、
エラストマーから成り、ガイド凹部の左右のガイド壁間の距離とほぼ同じ横幅寸法を有す
る板状に形成されている。また、上記の鍵ガイド本体には、その左右の側面には、グリス
などの潤滑剤が塗布されている。
【０００３】
　上記の鍵ガイド構造では、離鍵状態において、鍵ガイド本体は、その上端部が鍵のガイ
ド凹部の内側に下方から若干入り込んだ状態で係合している。この状態から、鍵が押鍵さ
れると、鍵ガイド本体は、ガイド凹部の左右のガイド壁に摺接しながら、ガイド凹部の内
側に深く入り込み、鍵が左右方向にぶれないよう、すなわち鍵の横振れを防止しながら、
回動する鍵を案内する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１５－８１９３０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、上記の鍵ガイド本体は、鍵のガイド凹部における左右のガイド壁間の距離とほ
ぼ同じ横幅寸法を有するように形成されているため、鍵ガイド本体の製造時や取付時にお
けるバラツキ、さらには、鍵盤楽器の使用時における周囲の環境（温度や湿度）によって
は、鍵ガイド本体とガイド凹部の左右のガイド壁との間の摩擦が増大することがある。こ
の場合には、押鍵時に、鍵が必要以上に重くなったり、押鍵された鍵の戻りが遅くなった
りするおそれがある。また、鍵ガイド本体の左右の側面と、ガイド凹部の左右のガイド壁
との間に、隙間を確保することで、上記の摩擦の増大による不具合を解消することが可能
であるものの、その隙間の大きさによっては、鍵の横振れを十分に防止できないことがあ
る。加えてこの場合には、押鍵時に、鍵に対して横方向の力が作用することなどによって
、鍵ガイド本体にガイド凹部のガイド壁が当たると、雑音が発生したり、隣接する鍵に接
触するおそれもある。したがって、従来の鍵ガイド構造には改善の余地がある。
【０００６】
　本発明は、以上のような課題を解決するためになされたものであり、押鍵に伴って回動
する鍵を、雑音を発生させることなく、安定して適切に案内することができる鍵盤楽器の
鍵ガイド構造を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】



(3) JP 6595940 B2 2019.10.23

10

20

30

40

50

　上記の目的を達成するために、請求項１に係る発明は、各々が、前後方向に延び、後端
部において鍵盤シャーシに回動自在に支持されるとともに、下方に開放するガイド凹部を
有する複数の鍵を備えた鍵盤楽器において、押鍵に伴って回動する前記鍵を案内するため
の鍵盤楽器の鍵ガイド構造であって、鍵盤シャーシにおいて、鍵ごとにガイド凹部の下側
に立設された複数の鍵ガイドホルダと、これらの複数の鍵ガイドホルダの上部にそれぞれ
取り付けられ、ガイド凹部の左右の内側面に摺接する複数の鍵ガイド部材と、を備え、各
鍵ガイド部材は、正面形状が矩形状にかつ所定の厚さを有する板状に形成され、ガイド凹
部の左右の内側面との間にそれぞれ所定の隙間を存した状態で配置された鍵ガイド本体と
、この鍵ガイド本体の前面及び後面の一方において、左右両端部から前後方向に沿って突
出するように延び、左右方向に可撓性を有する左右２つの可撓部と、これらの可撓部の先
端部にそれぞれ、側方に凸に設けられ、ガイド凹部の左右の内側面に当接する左右２つの
当接部と、を有していることを特徴とする。
【０００８】
　この構成によれば、前後方向に延びる複数の鍵は、それぞれ下方に開放するガイド凹部
を有しており、後端部において鍵盤シャーシに回動自在に支持されている。また、鍵盤シ
ャーシにおいて、複数の鍵ガイドホルダが、鍵ごとに、そのガイド凹部の下側に立設され
、それらの鍵ガイドホルダの上部に、鍵ガイド部材が取り付けられている。
【０００９】
　各鍵ガイド部材は、正面形状が矩形状にかつ所定の厚さを有する板状に形成された鍵ガ
イド本体を有しており、この鍵ガイド本体が、鍵のガイド凹部の左右の内側面との間にそ
れぞれ所定の隙間を存した状態で配置されている。また、鍵ガイド本体の前面及び後面の
一方には、左右両端部から前後方向に沿って突出するように延びる可撓部が設けられ、各
可撓部の先端部には、側方に凸に設けられた当接部が、鍵のガイド凹部の左右の内側面に
当接している。つまり、鍵ガイド部材の各可撓部の先端部に設けられた当接部が常に、鍵
のガイド凹部の左右の内側面に、適度な摩擦でかつ比較的弱い力で当接している。これに
より、押鍵時に、鍵のガイド凹部の左右の内側面が、鍵ガイド部材の鍵ガイド本体に直接
、当たる場合に比べて、雑音の発生を効果的に抑制することができる。また、鍵ガイド部
材の製造時や取付時のバラツキなどに起因して、押鍵時に、鍵のガイド凹部の内側面で鍵
ガイド部材の当接部が押圧されても、可撓部が撓むことで、ガイド凹部の内側面と鍵ガイ
ド部材の当接部の間で大きな摩擦が生じることがない。それにより、鍵の円滑な回動を確
保することができ、鍵を安定して適切に案内することができる。
【００１０】
　請求項２に係る発明は、請求項１に記載の鍵盤楽器の鍵ガイド構造において、鍵ガイド
部材は、軟質の合成樹脂から成り、各可撓部は、左右方向の厚さが所定寸法を有する薄肉
状に形成されていることを特徴とする。
【００１１】
　この構成によれば、軟質の合成樹脂から成る鍵ガイド部材において、各可撓部を、左右
方向の厚さが所定寸法を有する薄肉状に形成することにより、左右方向に可撓性を有する
可撓部を容易に構成することができる。
【００１２】
　請求項３に係る発明は、請求項１又は２に記載の鍵盤楽器の鍵ガイド構造において、各
可撓部及び各当接部は、上下方向に延びるように形成され、各当接部が、その上下方向の
全体にわたってガイド凹部の内側面に当接可能に構成されていることを特徴とする。
【００１３】
　この構成によれば、鍵ガイド部材の左右の可撓部及び当接部がいずれも、上下方向に延
びるように形成されていて、各当接部が、その上下方向の全体にわたって、鍵のガイド凹
部の内側面に当接可能に構成されている。つまり、各当接部は、ガイド凹部の内側面にほ
ぼ線接触の状態で接するので、両者の接触面積をできるだけ小さくすることで摩擦を抑制
できるとともに、当接部が押圧された際に、可撓部を容易にかつバランス良く撓ませるこ
とができる。
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【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の一実施形態による鍵ガイド構造を適用した電子ピアノの鍵盤装置（１オ
クターブ分）を示す斜視図である。
【図２】（ａ）は図１の鍵盤装置の平面図、（ｂ）は（ａ）のｂ－ｂ線で切断したときの
図である。
【図３】（ａ）は図１の鍵盤装置の鍵盤シャーシ及び鍵を分解して示す斜視図であり、（
ｂ）は鍵盤シャーシの後部の一部を拡大して示す斜視図である。
【図４】白鍵ガイド部を説明するための斜視図及び平面図であり、左側の白鍵ガイド部は
、鍵ガイド部材が鍵ガイドホルダに取り付けられた状態、右側の白鍵ガイド部は、鍵ガイ
ド部材が鍵ガイドホルダから取り外された状態を示す。
【図５】鍵ガイド部材を示す図であり、（ａ）は平面図、（ｂ）は正面図、（ｃ）及び（
ｄ）は、（ｂ）のｃ－ｃ線及びｄ－ｄ線でそれぞれ切断したときの断面図である。
【図６】図４（ｂ）における白鍵ガイド部をVI－VI線で切断したときの断面図である。
【図７】白鍵と白鍵ガイド部との関係を説明するための図であり、（ａ）は、白鍵の前端
部を垂直に裁断し、白鍵の前部を下方から見上げたときの状態を示す斜視図、（ｂ）は、
白鍵の上部を水平に裁断し、白鍵と白鍵ガイド部との関係を示す平面図、（ｃ）は、（ｂ
）の一点鎖線の円内を拡大して示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、図面を参照しながら、本発明の好ましい実施形態を詳細に説明する。図１及び図
２は、本発明の一実施形態による鍵ガイド構造を適用した電子ピアノの鍵盤装置を、離鍵
状態において示している。なお、両図では、１オクターブ分のみを示している。
【００１６】
　図１及び図２に示すように、この鍵盤装置１は、鍵盤シャーシ２と、この鍵盤シャーシ
２に回動自在に取り付けられた白鍵３ａ及び黒鍵３ｂから成り、左右方向に並んだ状態に
配置された複数の鍵３と、鍵３ごとに鍵盤シャーシ２に回動自在に取り付けられた複数の
ハンマー４と、各鍵３の押鍵情報を検出するための鍵スイッチ５などを備えている。
【００１７】
　鍵盤シャーシ２は、所定の樹脂材料（例えばＡＢＳ樹脂）を射出成形することなどによ
り、所定形状の樹脂成形品で構成されている。図３（ａ）に示すように、この鍵盤シャー
シ２では、その前部１１、中央部１２及び後部１３がいずれも全体として左右方向に延び
るように形成され、これらが左右方向に適宜、間隔を隔てた複数のリブ１４によって連結
されている。なお、以下の説明では、鍵盤シャーシ２の前部１１、中央部１２及び後部１
３をそれぞれ、「シャーシ前部１１」、「シャーシ中央部１２」及び「シャーシ後部１３
」というものとする。
【００１８】
　シャーシ前部１１は、白鍵３ａをガイドするものである。このシャーシ前部１１には、
白鍵３ａごとに、下方から挿入され、その白鍵３ａの横振れを防止するための複数（図３
（ａ）では７つ）の白鍵ガイド部１１ａが立設されている。また、シャーシ前部１１には
、各白鍵ガイド部１１ａの左右両側に、上下方向に貫通する係合孔１１ｂ、１１ｂが設け
られており、両係合孔１１ｂ、１１ｂに、白鍵３ａの後述する左右２つの上限位置規制部
２１ａ、２１ａがそれぞれ貫通した状態で係合する。
【００１９】
　シャーシ中央部１２は、黒鍵３ｂをガイドするものである。このシャーシ中央部１２に
は、前記シャーシ前部１１と同様、黒鍵３ｂごとに、下方から挿入され、その黒鍵３ｂの
横振れを防止するための複数（図３（ａ）では５つ）の黒鍵ガイド部１２ａが立設されて
いる。また、シャーシ中央部１２の前方には、ハンマー４を支持するハンマー支持部１５
が設けられている。このハンマー支持部１５は、左右方向に延びる一直線上に沿って延び
る複数の支軸１５ａを有しており、これらの支軸１５ａに、ハンマー４が回動自在に支持
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されている。
【００２０】
　また、上記のハンマー支持部１５とシャーシ前部１１の間には、前記鍵スイッチ５が取
り付けられている。図１及び図２（ｂ）に示すように、鍵スイッチ５は、左右方向に延び
る横長のプリント基板５ａと、このプリント基板５ａ上に鍵３ごとに取り付けられたゴム
スイッチから成る複数のスイッチ本体５ｂとで構成されている。
【００２１】
　シャーシ後部１３は、鍵３を、その後端部において上下方向に回動自在に支持するもの
である。図３（ｂ）に示すように、シャーシ後部１３は、隣接する鍵３、３同士を仕切る
よう、互いに左右方向に所定間隔を隔てて、複数の仕切壁１６が設けられている。そして
、互いに隣り合う仕切壁１６、１６間には、左右対称に形成され、鍵３を回動自在に支持
する所定の鍵支持部１７が設けられている。具体的には、鍵支持部１７は、鍵３の後述す
る左右の支点軸２４、２４を下方からそれぞれ支持する左右の下側支持部１８、１８（図
３（ｂ）では左側のもののみ図示）と、鍵３の後端部において、その上面から背面に亘る
部位を上方から支持する左右一対の上側支持部１９、１９とを備えている。
【００２２】
　鍵３は、所定の樹脂材料（例えばＡＳ樹脂）を射出成形することなどにより、前後方向
に所定長さ延びるとともに、下方に開放する中空状に形成されている。図３（ａ）に示す
ように、白鍵３ａの前端部には、左右の側壁から下方に延びかつその下端部が前方に屈曲
するように形成された左右一対の上限位置規制部２１（２１ａ）が設けられており、前記
シャーシ前部１１の左右の係合孔１１ｂ、１１ｂにそれぞれ貫通した状態で係合している
。また、白鍵３ａは、上限位置規制部２１（２１ａ）よりも後方の所定位置に、下方に突
出するアクチュエータ部２２（２２ａ）が、ハンマー４の後述する係合凹部３４に収容さ
れた状態で、これに係合している。一方、黒鍵３ｂは、その前端部に、白鍵３ａの上限位
置規制部２１（２１ａ）及びアクチュエータ部２２（２２ａ）と同様の機能を有する上限
位置規制部２１（２１ｂ）及びアクチュエータ部２２（２２ｂ）を有している。
【００２３】
　また、図３（ａ）に示すように、鍵３の後部は、それよりも前側部分に対して横幅が狭
く形成され、前後方向に延びる後部本体２３を有している。この後部本体２３の左右の側
面（図３（ａ）では右側の側面のみ図示）にはそれぞれ、後端寄りの所定位置に、外方（
左方及び右方）に突出する支点軸２４、２４が設けられている。各支点軸２４は、下半部
に円弧面を有するとともに、側面形状が半円状に形成されている。また、後部本体２３の
後端部には、その上面から背面に亘り、所定の曲率を有する曲面２５が形成されている。
この曲面２５は、その側面形状が、鍵３の支点軸２４を中心とする同心円に沿って凸状に
湾曲するように形成されている。
【００２４】
　図２（ｂ）に示すように、ハンマー４は、前後方向（図２（ｂ）の左右方向）に延びる
ハンマー本体３１と、このハンマー本体３１の後部の左右両側面に取り付けられ、前後方
向に延びる２つの重り３２（右側の重りのみ図示）とで構成されている。ハンマー本体３
１は、所定種類の合成樹脂（例えばポリアセタール）から成り、前部の所定位置に設けら
れた軸受部３３を介して、鍵盤シャーシ２におけるハンマー支持部１５の支軸１５ａに回
動自在に係合している。また、ハンマー本体３１の前部には、軸受部３３の前方に、鍵３
のアクチュエータ部２２に係合する係合凹部３４が設けられるとともに、係合凹部３４の
下側に、鍵スイッチ５のスイッチ本体５ｂを押圧するためのスイッチ押圧部３５が設けら
れている。
【００２５】
　重り３２は、ハンマー本体３１よりも比重の大きな材料（例えば鉄などの金属）から成
り、細長い板状の２枚の重りで構成されている。両重り３２、３２は、ハンマー本体３１
の後部を両側から挟んだ状態で、これに固定されている。
【００２６】
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　以上のように構成された鍵盤装置１では、図１及び図２に示す離鍵状態において、鍵３
を押鍵すると、その鍵３が、後端部の左右の支点軸２４、２４を中心として下方に回動す
る。これに伴い、鍵３のアクチュエータ部２２が、ハンマー４の前部の係合凹部３４を下
方に押圧する。それにより、ハンマー４は、ハンマー支持部１５の支軸１５ａを中心とし
て、図２（ｂ）の反時計方向に回動しながら、スイッチ押圧部３５で鍵スイッチ５の対応
するスイッチ本体５ｂを上方から押圧する。なおこの場合、ハンマー４は、その後端部が
シャーシ後部１３のハンマーストッパ１３ａに下方から当接することによって、それ以上
の回動が阻止される。
【００２７】
　一方、押鍵した鍵３を離鍵すると、ハンマー４が上記と逆方向に回動し、それに伴い、
鍵３が、アクチュエータ部２２を介して押し上げられることにより、上方に回動する。そ
の結果、鍵３及びハンマー４は、図１及び図２に示すように、もとの離鍵状態に復帰する
。なおこの場合、鍵３は、その前端部の上限位置規制部２１が鍵盤シャーシ２の所定のス
トッパ２０に下方から当接することによって、それ以上の回動が阻止される。
【００２８】
　次に、本発明に係る鍵ガイド構造について、図３～図７を参照しながら、シャーシ前部
１１の白鍵ガイド部１１ａ、及びこれによって案内される鍵３の構成をさらに詳細に説明
する。なお、この鍵ガイド構造は、白鍵３ａ及び黒鍵３ｂにおいてほぼ同じであるので、
以下の説明では、白鍵３ａを中心に説明するものとする。
【００２９】
　図４は、シャーシ前部１１における２つの白鍵ガイド部１１ａを示しており、一方（同
図（ａ）及び（ｂ）の左側）の白鍵ガイド部１１ａは、後述する鍵ガイド部材５２が取り
付けられた状態、他方（同図（ａ）及び（ｂ）の右側）の白鍵ガイド部１１ａは、鍵ガイ
ド部材５２を取り外した状態を示している。同図に示すように、各白鍵ガイド部１１ａは
、シャーシ前部１１の水平な平坦部１１ｃに立設された鍵ガイドホルダ５１と、この鍵ガ
イドホルダ５１に取り付けられた鍵ガイド部材５２とで構成されている。
【００３０】
　鍵ガイドホルダ５１は、鍵盤シャーシ２と一体に構成されており、上下方向に所定長さ
延びる円筒状のホルダ部５３と、このホルダ部５３の前後にそれぞれ連なった状態で平坦
部１１ｃに立設された補強部５４、５５とを有している。ホルダ部５３には、上方に開放
しかつ左右方向に貫通した状態に形成され、上下方向に延びるスリット状の取付部５３ａ
が設けられており、この取付部５３ａに鍵ガイド部材５２が取り付けられている。また、
前後の補強部５４、５５はいずれも、平面形状がホルダ部５３側に開放するコ字状に形成
されている。なお、後ろ側の補強部５５には、その下半部の左右の側面に連なった状態で
、平坦部１１ｃに立設された補助補強部５５ａ、５５ａが設けられている。
【００３１】
　一方、鍵ガイド部材５２は、軟質の合成樹脂（例えばエラストマー）から成り、図４及
び図５に示すように、正面形状が縦長矩形状にかつ所定の厚さを有する板状の鍵ガイド本
体４１と、この鍵ガイド本体４１の前面の左右両端部から前方に突出するように延び、左
右方向の可撓性を有する左右２つの可撓部４２と、これらの可撓部４２、４２の先端部に
それぞれ、側方に凸に設けられ、鍵３の後述する左右のガイド壁６１、６１に当接する左
右２つの当接部４３、４３とを有している。
【００３２】
　鍵ガイド本体４１は、所定寸法の横幅Ｗ１を有しており、この横幅Ｗ１が鍵３の左右の
ガイド壁６１、６１間の距離よりも小さく設定されている。また、鍵ガイド本体４１の上
側及び左右両側の縁部が所定の厚さを有しており、それらの縁部が、それ以外の部分より
も厚く形成されている。鍵ガイド本体４１の上記縁部には、周方向に沿って延びる溝４１
ａが形成されている。鍵ガイド本体４１の上記縁部にグリスなどの潤滑剤が塗布されたと
きには、その溝４１ａに潤滑剤の一部が入り込み、保留される。それにより、鍵ガイド本
体４１の左右の側面に潤滑剤が保持された状態を、長期間にわたって維持することができ
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、押鍵時における鍵３の後述する左右のガイド壁６１、６１と鍵ガイド本体４１の左右の
側面との間の潤滑性を確保することができる。
【００３３】
　また、鍵ガイド本体４１には、前面側の中央に、上下方向に延び、鍵ガイドホルダ５１
のホルダ部５３内に挿入される挿入部５６が設けられている。この挿入部５６は、図５（
ｂ）及び（ｃ）に示すように、前後方向に比較的厚く形成されるとともに、下方に向かっ
て左右方向の横幅が次第に小さくなるように形成されている。また、挿入部５６の下端部
には、前方に突出する係止凸部５７が形成されている。この係止凸部５７は、ほぼ水平な
係止面５７ａと、その下側において前上がりに傾斜した傾斜面５７ｂとを有している。
【００３４】
　図５（ａ）及び（ｂ）に示すように、鍵ガイド部材５２の左右の可撓部４２、４２及び
当接部４３、４３は、左右対称に形成されている。具体的には、各可撓部４２は、左右方
向の厚さが所定寸法（例えば０．５ｍｍ）を有する薄肉状に形成され、側面形状が縦長矩
形状になっている。一方、各当接部４３は、各可撓部４２の先端部において、上下方向の
全体にわたって延び、鍵ガイド本体４１の対応する左右の側面よりも外側に突出するよう
に形成されている。つまり、図５（ａ）に示すように、左右の当接部４３、４３の先端間
の距離（以下「最大幅Ｗ２」という）は、鍵ガイド本体４１の横幅Ｗ１よりも大きくなっ
ている。
【００３５】
　以上のように構成された鍵ガイドホルダ５１及び鍵ガイド部材５２では、鍵ガイド部材
５２の中央の挿入部５６が、鍵ガイドホルダ５１のホルダ部５３に対し、その取付部５３
ａに上方から挿入された状態で、鍵ガイド部材５２が鍵ガイドホルダ５１に取り付けられ
ている。この場合、図４に示すように、鍵ガイド部材５２の鍵ガイド本体４１は、その上
側及び左右の縁部が鍵ガイドホルダ５１のホルダ部５３よりも外方に突出した状態で取り
付けられる。加えて、図６に示すように、鍵ガイド本体４１の係止凸部５７が、鍵ガイド
ホルダ５１のホルダ部５３よりも下側に位置し、係止凸部５７の係止面５７ａがホルダ部
５３の下端に係止される。これにより、鍵ガイド部材５２は、鍵ガイドホルダ５１に抜け
止め状態でしっかりと取り付けられる。
【００３６】
　図７は、白鍵３ａの前部を示しており、（ａ）はその内部構造、（ｂ）及び（ｃ）は白
鍵ガイド部１１ａとの関係を示している。同図に示すように、白鍵３ａの前部には、互い
に左右方向に所定間隔を隔てた左右のガイド壁６１、６１が設けられている。各ガイド壁
６１は、上下方向に所定長さ延びるとともに、白鍵３ａの天壁６０ａから垂下し、白鍵３
ａの対応する側壁６０ｂから内方に所定長さ突出するスペーサ６２を介して、白鍵３ａと
一体に構成されている。そして、左右のガイド壁６１、６１間の距離Ｇは、鍵ガイド部材
５２の鍵ガイド本体４１の横幅Ｗ１よりも大きく、かつ左右の当接部４３、４３の最大幅
Ｗ２以下に設定されている（Ｗ１＜Ｇ≦Ｗ２）。なお、これらの両ガイド壁６１、６１に
よって、下方に開放するとともに鍵ガイド部材５２が摺接する、本発明のガイド凹部が構
成されている。
【００３７】
　上記のように構成された左右のガイド壁６１、６１を有する白鍵３ａでは、離鍵状態に
おいて、鍵ガイド部材５２の上端部が左右のガイド壁６１、６１の間に下方から若干入り
込んだ状態となり、鍵ガイド部材５２の鍵ガイド本体４１と各ガイド壁６１との間に、所
定の隙間（例えば０．２ｍｍ）が画成される。この離鍵状態から白鍵３ａを押鍵すると、
後端部の支点軸２４を中心として回動する白鍵３ａは、両ガイド壁６１、６１が白鍵ガイ
ド部１１ａの鍵ガイド部材５２の左右の当接部４３、４３、またはこれに加えて、鍵ガイ
ド本体４１の側面に対して摺動しながら、横振れすることなく円滑に案内される。
【００３８】
　なお、詳細な説明は省略するが、黒鍵３ｂをガイドする黒鍵ガイド部１２ａは、白鍵ガ
イド部１１ａの鍵ガイド部材５２と同一の鍵ガイド部材５２を有しており、また、その鍵
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ガイド部材５２は、左右の当接部４３、４３、またはこれに加えて、鍵ガイド本体４１の
側面が、黒鍵３ｂの左右の側壁に直接、摺接するようになっている。
【００３９】
　以上詳述したように、本実施形態によれば、各鍵ガイド部材５２の鍵ガイド本体４１は
、その左右の側面が、対応する鍵３の両ガイド壁６１、６１との間に隙間を存した状態で
配置され、鍵ガイド本体４１の左右の可撓部４２、４２の先端部の当接部４３、４３が、
左右のガイド壁６１、６１に当接している。つまり、鍵ガイド部材５２の左右の当接部４
３、４３が常に、鍵３の両ガイド壁６１、６１に、適度な摩擦でかつ比較的弱い力で当接
している。これにより、押鍵時に、鍵３の左右のガイド壁６１、６１が、鍵ガイド部材５
２の鍵ガイド本体４１に直接、当たる場合に比べて、雑音の発生を効果的に抑制すること
ができる。
【００４０】
　また、鍵ガイド部材５２の製造時や取付時のバラツキなどに起因して、押鍵時に、鍵３
のガイド壁６１で鍵ガイド部材５２の当接部４３が押圧されても、その当接部４３が設け
られた可撓部４２が撓むことで、ガイド壁６１と鍵ガイド部材５２の当接部４３の間で大
きな摩擦が生じることがない。それにより、鍵３の円滑な回動を確保することができ、鍵
３を安定して適切に案内することができる。
【００４１】
　さらに、本実施形態では、鍵ガイド部材５２において、鍵ガイド本体４１の上側及び左
右両側の縁部にグリスなどの潤滑剤を塗布したが、その潤滑剤として、従来に比べて、比
較的安価なものを採用したり、使用量を少なくしたりしても、雑音の発生を防止しながら
、鍵ガイドとしての十分な効果を得ることができる。
【００４２】
　なお、本発明は、説明した上記実施形態に限定されることなく、種々の態様で実施する
ことができる。例えば、実施形態では、鍵ガイド部材５２において、左右の可撓部４２、
４２を鍵ガイド本体４１の前面の左右両端部に前方に突出して延びるように設けたが、こ
れに代えて、鍵ガイド本体４１の後面の左右両端部に、後方に突出して延びるように設け
てもよい。この場合も、左右の可撓部４２、４２及び当接部４３、４３による前述した効
果を得ることができる。
【００４３】
　また、実施形態で示した本発明の鍵ガイド構造を構成する鍵ガイドホルダ５１、鍵ガイ
ド部材５２及び鍵３の細部の構成や、それらを構成する材料などは、あくまで例示であり
、本発明の趣旨の範囲内で適宜、変更することができる。
【符号の説明】
【００４４】
　１　　鍵盤装置
　２　　鍵盤シャーシ
　３　　鍵
　３ａ　白鍵
　３ｂ　黒鍵
１１　　シャーシ前部
１１ａ　白鍵ガイド部
１２　　シャーシ中央部
１２ａ　黒鍵ガイド部
１３　　シャーシ後部
４１　　鍵ガイド本体
４２　　可撓部
４３　　当接部
５１　　鍵ガイドホルダ
５２　　鍵ガイド部材
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６１　　ガイド壁（ガイド凹部）
Ｗ１　　鍵ガイド本体の横幅
Ｗ２　　左右の当接部の最大幅
　Ｇ　　左右のガイド壁間の距離

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】

【図７】
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